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序

宮崎県教育委員会では、平成 7年度から、文化庁の「地方拠点史跡等

総合整備事業 (歴史ロマン再生事業)」 による助成を得て、西都原古墳群

の新たな整備を進めております。

171号墳については、平成10年度から12年度にかけて発掘調査を行い、

整備の基礎となる貴重な資料を得ることができました。本書は、同調査

によって得られた様々な成果について報告するものです。

この報告書が、学術研究においてはもちろん、学校教育や生涯学習の

場においても活用され、遺跡や文化財に関する理解を深める一助となる

ことを期待いたします。

本事業を進めるにあたり、御理解・御協力を賜った地元住民の方々を

はじめ、指導委員会の先生方や各関係の皆様に対し、哀心よりお礼申し

上げます。

平成 16年 3月

宮崎県教育委員会教育長

岩 切 正 憲

止        _ _
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本書は、文化庁の「地方拠点史跡等総合整備事業 (歴史ロマン再生事業)」

による助成を得て、平成10年度から平成12年度にかけて発掘調査を実施し

た西都原171号墳の発掘調査報告書の第 2分冊である。本書では、171号墳
から出土した遺物を中心に報告する。なお、大正時代の調査と遺構につい

ては、第 1分冊第で既に報告しているので、そちらを参照いただきたい。
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第 V章  遺

本古墳から出土 した遺物のほとんどは埴輪である。埴輪の大部分は円筒埴輪で、一部家形、短甲

形、蓋形、壺形といった器財埴輪が含まれている。以下、円筒埴輪、器財埴輪、その他の遺物とし

て、その出土状況と遺物の特徴を報告する。

第 1節 円筒埴輪

出土状況

大正時代の調査 (1)では、墳頂部及び 1段ロテラス (報告書では基底部付近とされている)に並ぶ

円筒埴輪列が確認されている。今回の調査でも、同様の地点から埴輪列が検出されたが、出土した

埴輪の本数がやや異なる。第 1表は、大正及び今回の調査における各埴輪列を構成する円筒埴輪数

を比較したものである。

第 1表 大正及び今回の調査における各埴輪列の検出埴輪個数

墳頂部では、南東側で 15イ固、北東側で 2個、南西側で 4個が減少 し、特に南東側における減少

が著しい。北西側では 2個増加しているが、今回調査の検出埴輪数の中には基底部が樹立していな

い状態で検出された 3個体も含んでいるので、実際は 1個減少したと捉えるべきかもしれない。

1段 ロテラスでは、北東側で 8本、北西側で 7本が減少している。南東側で10個 が増加 している

が、基底部が樹立 していない状態で検出されたのは 4本であり、大正調査時に個数の誤認があつた

可能性が考えられる。南西側については、第 1分冊で報告 したように墳丘自体が大正調査以前に削

平を受けていたとみられるため、両調査ともに埴輪列は確認されていない。しかし、墳丘南西側周

溝埋土中からは多数の円筒埴輪片が出上 しており、本来は南西側墳頂部及び 1段ロテラスにも円筒

埴輪列が存在 したと考えられる。

第 1図は墳頂平坦面から検出された円筒埴輪基底部の位置図である。墳頂部の円筒埴輪列を構成

する円筒埴輪基底部は、全て平坦面肩部を方形に廻る大正調査時の攪乱溝内から検出された。円筒

埴輪を樹立するための穴や溝といった遺構は確認できなかったことから、大正時代の調査によって

既に破壊されていたと考えられる。各列における検出本数は第 1表のとおりで、北西、北東側の残

存状況が比較的良好であった。大正の調査成果等から、本来は 1辺約 9mの方形に廻る埴輪列であつ

墳頂部検出埴輪数 1段 ロテラス検出埴輪数

大正調査 今回調査 大正調査 今回調査

南 東 側 17イ固 2イ回 27イ固 37イ回

北東側 17個 15イ回 46イ固 38イ回

北 西 側 11イ回 13個 25イ固 18イ回

南 西 側 4イ回 0個 0イ固 0イ回

合  計 49個 30イ固 98個 93個

-1-
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たとみられ、その樹立本数は94本前後と想定される。また、円筒埴輪自体は、 1段 目～ 2段 目下

位付近までしか復元できないものがほとんどで、 1段ロテラスの円筒埴輪よりも破片の遺存状態が

悪かった。

第 2～ 4図 は 1段ロテラスから検出された円筒埴輪基底部の位置図である。 1段 ロテラス円筒埴

輪列では、墳頂部ほど明確な攪乱溝は検出されなかったが、当時の写真等からみても大規模な掘削

がおこなわれたのは明らかであり、埴輪樹立に伴う遺構は既に破壊されていたと判断された。各列

における検出本数は第 1表のとおりで、南東、北東側の残存状況が比較的良好であった。南西側の

列を完全に欠 くが、本来は 1辺22m前後の方形に廻る埴輪列であったとみられ、その樹立本数は2

16本前後と想定される。

大正時代の調査報告の中で、各埴輪列の中央付近には大型の円筒埴輪が樹立されていたとの記述

がみられるが、今回の調査では、特段そのような状況は確認できなかった。しかし、ほとんどの列

で中央付近の埴輪が欠落していることや整理報告にみられる大型円筒埴輪の存在から、樹立位置に

応 じた埴輪の使い分けがなされていた可能性は否定できない (2)。

第 5図 は本書に掲載した円筒埴輪片の中で出土地点は明確だが樹立位置の認定が困難なものの出

上位置図である。今回出上した埴輪 (器財埴輪を含む)を整理する中で、かなり離れた地点から同

一個体とみられる破片が出土したり、接合するといった不自然な状況がみられた。このような状況

が生じた原因として、大正調査後の墳丘復旧時に、掘削土が正しく元位置に戻されなかったため、

結果的に土砂に含まれた埴輪片が移動 したことが考えられる。したがって、樹立状態で検出された

基底部以外の破片は二次的な移動を考慮する必要があり、同一個体の認定や樹立原位置を検討する

際に注意を要する。

円筒埴輪の特徴

本古墳から出上 した遺物は、大小のコンテナを併せて225箱 を数え、その内、178箱 (約 800/0)

が円筒埴輪である。本古墳に樹立されていた円筒埴輪は300イ固体以上と考えられるが、本書に掲載

したものは192点に過ぎない。なお、京都大学に所蔵されている大正時代の調査資料では円筒埴輪

は非常に少なく、限定的な取 り上げが行われたとみられる∞)。 また、前述のように同一個体の認定

が困難な状況であったため、同一個体を別個体と誤認して掲載している可能性がある。

1～ 119に ついては、基底部がほぼ樹立された原位置に近い状態で確認されたもので、付近から

出土した破片で同一個体 と判断されるものは図化 して復元を試みた。120～ 192は 原位置の特定は

難 しいが、比較的残存状態が良好な破片もしくは特徴的な破片を掲載 した。第 7～ 20図 に掲載 し

た円筒埴輪は器形を実測し、拓本によって内外面の調整を表現してある。拓本は器壁の残存状況が

良い部分を選んで採拓 しているため、内外面で位置が異なる場合がある。今回出上 した円筒埴輪で

は、確実に 3条突帯 4段を超える段構成を有する円筒埴輪を確認できなかったことから、以下、円

筒埴輪について記述するにあたり、各部位を第 6図のように呼称する。また、ここでは各部位の形

状や法量等について、その特徴や傾向を述べるに留め、個体毎の詳細については、円筒埴輪観察表

(第 10～ 13表)を参照いただきたい。
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(全徳形状 )

円筒埴輪192点 中、口縁部から基底部まで全体形状が判断できる資料は 6点 (13、 36、 47、 54、

85、 91)と 少ない。これら6点 をみると、細部の形状は異なるが、 3条突帯 4段構成で 3段 目の

対向する位置に円形の透かしを有する基本的な形状は共通 している。本古墳に採用されていた円

筒埴輪は 3条突帯 4段構成のものが大半を占めると考えられるが、整理報告
141に 5条突帯 6段以上

の構成をもつ個体がみられることや第16図 119の ように 2段目に透かしを有する個体も存在するこ

とから、異なる段構成をもつ埴輪が一部含まれていたとみられる。

全体形状がある程度判断できる 3条 4段構成の埴輪には、基底部から口縁部まで外傾 しながら直

線的に開くもの (13、 36、 85)や 、基底部からやや外傾気味に立ち上がり、 3段 目上半から4段

目下半にかけてわずかに内湾し、口縁部が外反するもの (47、 54)がある。また、33や 111、 120

の状況から、基底部から口縁部まで殆ど開かず、直線的な形状のものも存在すると考えられる。

(口縁部)

口径の復元可能な個体は35個あり、最小25,8cm(192)～ 最大37.2cm(125)を 計る。ただし、

ほとんどの円筒埴輪は楕円形状を呈 しており、短径と長径が存在する。したがって、短径部分もし

くは長径部分の破片による復元では異なる数値が得られるため、日径を復元 した35イ団体の中には

ある程度の誤差が内在する可能性が高い。第 4表は口径に対する個体数の表で、28～ 32cm前後、3

4～ 36cm前後に集中がみられる。

口縁部の細部には多様な相異がみられるが、ここでは大まかな形状から以下のように分類する (第

6図参照)。

口縁部 I類

口縁部Ⅱ類

口縁部Ⅲ類

回縁部Ⅳ類

口縁部が屈曲し、逆 L字状を呈するもの

1 外反の度合いが弱いもの

2 外傾 し、外反の度合いが強いもの

回縁部が大きく外反するもの

口縁部が短 く外折するもの

回縁部がやや外反気味に立ち上がるもの

1 口唇部が平坦でやや傾 くもの

2 口唇部が平坦で水平なもの

3 口唇部が丸いもの

回唇部が肥厚し、面を成すもの

1 上端を上方へ突出させるもの

2 下端を外下方へ突出させるもの

3 下端を外方 (水平方向)へ突出させるもの

4 上端を上方、下端を外方 (水平方向)へ突出させるもの

口縁部 V類

口縁部Ⅵ類 口縁部外面に突帯を付加するもの

口縁部Ⅶ類 口縁部外面に細い突帯を付加 し、口唇部上端を上方に突出させるもの

-14-
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I類 に関しては、更に、内面の屈曲部に稜を持たないもの (a)と 稜を持つもの (b)に細分で

きる。また、端面が平坦なもの (124、 125、 126、 128、 130、 133、 135、 186、 137、 140)と

M字状に窪むもの (120、 121、 122、 123、 127、 129、 131、 132、 134、 138)がみられる。

日縁部は75点 を観察表に記載 しているが、未掲載の破片が多数存在する。未掲載分も含めて全

体的にみると、 I類が約 5割を占め、Ⅱ～Ⅵ類がそれぞれ一定量含まれるといった状況である。Ⅶ

類は全体で 1点 しかなく、特殊な存在である。また、Ⅵ類は他類と比較 して器壁が厚 く、回径が大

きいことが予想される。残存する破片から数個体存在することは明らかで、胎土、色調、調整等が

整理報告にみられる大型円筒埴輪に近似 している。このことから、Ⅵ類は大型円筒埴輪の口縁部で

ある可能性が高い。

(突 帯)

全体形状の頂で触れたように、突帯は 3条のものが主体的で、一部 5条以上の個体が存在する。

大半の突帯はヨコナデによって円筒本体に貼付られているが、接合部に段を残すものもみられる。

また、突帯が円筒本体から遊離し、接合面が観察できる資料が多数あり、その多 くには突帯位置設

定の際に施されたと考えられる浅い凹線がみられる。

本書に掲載 した192点の円筒埴の内、突帯形状を確認できたものはH8点 (同一個体 と考えられ

る破片にみられる突帯から判断したもの12点 を含む)あ る。これらは、突帯の断面形状から以下

の I～ V類に分類される (第 6図参照)。

突帯 I類 断面が台形状で端面の上稜と下稜が平均的なもの

突帯Ⅱ類 断面が台形状で端面の上稜が下稜よりも突出するもの

突帯Ⅲ類 断面が台形状で下面が水平に近いもの

突帯Ⅳ類 断面が方形状のもの

突帯V類 断面が三角形状のもの

各分類における個体数では、 I類が50点、Ⅱ類が54点 、Ⅲ類が 6点、Ⅳ類が 9点、V類が 1点

と I・ コ類で全体の 9割近 くを占める。観察表では、 I～ Ⅳ類について突帯の端面が直線的なもの

(a)と M字状に窪むもの (b)に細別 している。しかし、ひとつの突帯の中で両者が部分的に混

在する状況が複数の個体で確認されることや、この相異が突帯端面に対するナデ調整の強弱によっ

て生じる可能性があることから、両者が制作段階から最終的な整形目標として設定されていたこと

にはやや疑問が残る。 I・ Ⅱ類における aと bの割合をみると、ともに3:2の 割合で aが bを 上

回つている。Ⅳ類は絶対数が少ないものの、 aと bがほぼ同数である。このほか、47ではⅡaと Ⅳ

b、 72で はⅡbと Ⅳbと いう異なる断面形状の突帯を有する個体もみられた。

掲載 した円筒埴輪の中で突帯間隔が計沢1で きた資料は28点 (7、 H、 12、 30、 31、 33、 36、

37、  40、  43、  47、  50、  54、  55、  56、  57、  60、  72、  75、  80、  83、  87、  94、  109、  110、  111、  17

8)あ り、50の み16cmと 間隔が例外的に広い。50を 除く27点の突帯間隔は10.8～ 12.7cmに収まり、

その平均は約H.5cmで ある (第 5表参照 )。

L
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(底 部 )

底部の形状は多様だが、器壁の厚さが胴部とさほど変わらないものと底面に向かって肥厚するも

のに大別される。前者には底面がやや丸みを帯びるものが多く、後者には平坦なものが多い。なお、

後者には底面が内側に張り出す形状のものが多 くみられるが、これは、基底部整形時に粘土帯を樹

立する際、接地面の安定性を向上させる目的で内面の端部を強 く押さえた結果と考えられ、内面に

明瞭な指頭痕がみられる。また、自重によって底部が大きく湾曲した状態のもの (8、 44、 50、 1

10、 186)が数点みられた。

掲載 した192点の円筒埴輪の中で底面を観察できた個体は106イ団体あり、粘土帯の接合痕跡や圧

痕がみられるものがあった。粘土帯の接合痕跡が確認できたものは46点 あり、内38点 に 2カ所、

7点 に 3カ所の接合痕跡がみられた。底面に圧痕がみられたものが98点あり、69点に藁状の圧痕

(A)、 49点 に棒状の圧痕 (B)、 3点 に布目圧痕 (C)、 2点 に板状の圧痕 (D)がみられた。

なお、これらの内30点は 2種類以上の異なる圧痕が混在 している。また、底面に朱が付着 してい

るものが11点あった。

復元を含めて底径の計測が可能なものは90個体あり、20.6～ 32.8cmの数値が得られた。口縁部

と同様にほとんどの底部は楕円形状を呈 し、短径と長径が存在する。しかし、底部は完存する個体

が多く、短径と長径の平均値を底径としているため、口径ほど誤差が表出していないと考えられる。

第 6表は底部径に対する個体数を示 している。90点 中86点 は20.6～ 25.7cmに 集中し、その平均は

約22.5cmである。残る 4点 は27.2～ 32.8cmを 計るもので、整理報告にある 5条突帯 6段構成以上

となるやや大型の円筒埴輪の底部径に近い。

基底部から 1段 目突帯までの高さ (底部高)を計測できたものが103点あり、11.1～ 17.Ocmの

数値が得られた。高さがH cm程度と極端に低い 2点 (8、 99)と 16cm以上とやや高い 4点 (7、 1

6、 57、 61)を 除く97点 は14,0～ 15。 8cmに 収まり、その平均は約15,Ocmで ある (第 7表参照)。

(透 孔)

透孔が完全に遺存する個体はないが、部分的な残存状況から、同一段の対向する位置に 2箇所穿

孔されていたと考えられる。透孔の位置が確認できた個体の中では119の み 2段 目に穿孔され、そ

の他は 3段 目に穿孔されていた。透孔の形状は直径 5～ 7 cmで ほぼ正円形を指向しているが、31

や134の ようにややいびつな楕円形状を呈するものもある。

透孔は頂部付近から刀子等の鋭い工具によって時計回りに切 り込まれたと考えられるものが多い

が、半時計回りのものも確認できる。透孔の端面にはナデ調整が施されたものが多 く、内外面にわ

ずかな粘土のたるみを残すものもみられる。

(器面調整)

器面調整はすべてナデもしくはハケメ調整である。観察表においては見かけ上の方向を加えて、

以下のような記号で表現してあるが、本文中では括弧内の略号を用いる。

-16-
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第 2表 器面調整の分類

縦方向 (a) 横方向 (b) 斜方向 (c) 不定方向 (d)

ハケメ (I) Ia(タ テハケ) Ib(ヨ コハケ) Ic(ナナメハケ) Id(不定ハケ)

ナ おア (Ⅱ ) Ⅱa(タ テナデ) Ⅱb(ヨ コナデ) Ec(ナナメナデ) Ⅱd(不定ナデ)

なお、この器面調整については、突帯や口縁部の調整に伴うヨコナデは含めず、複数の調整が施

されている場合は、すべて併記 している。各埴輪はそれぞれ残存状況が異なり、同一の埴輪でも部

分毎に調整が異なる場合があることから、観察表では各段の内外面に分けて記載してある。

第 3表は各段の内外面に施された器面調整とその個体数をまとめたものである。 1段 ロタト面では、

タテハケが60点 (45%)、 タテナデが26点 (200/0)、 ヨコハケとタテナデの組み合わせが15点 (1

10/0)み られる。また、ヨコハケとタテナデの組み合わせがみられたものは、 1次調整のタテナデ

の後、上半のみにヨコハケを施 したものである。 2段 目外面でもタテハケ (41点 :480/0)、 タテナ

デ (17点 :200/O)の割合が高いが、ヨコハケ (15点 :170/O)の増加が目に付 く。 3段 日外面では

タテハケ (15点 :320/0)、 ヨコハケ (14点 :300/O)が 突出し、ヨコハケの割合が増加する。 4段

目外面ではヨコナデ (16点 :200/0)、 ヨコハケ (15点 :19%)、 タテハケ (10点 :120/0)、 タテハ

ケとヨコナデの組み合わせ (10点 :12%)が比較的多 く、ヨコナデの割合が増加 している。外面

調整を全体的にみると、ハケメ調整がナデよりもやや優勢にあるといえる。また、 1,4段 目は 1

次調整とヨコハケまたはヨコナデといつた 2次調整が併存する場合が多くみられるが、 2・ 3段目

は 1次調整のみもしくは 2次調整によって 1次調整の痕跡を完全に消しているものが多 く、一見す

ると単一の調整 しか見られないようなものが多い。

内面調整では、圧倒的にナデ調整が多 く、ハケメ調整が施されたものはごくわずかである。 1・

2段 目ではタテナデ、ナナメナデで600/O前 後を占めるが、 3・ 4段 目になるとヨコナデ、ヨコハ

ケの割合が増加する傾向にある。

(線 刻 )

線刻が施されたものが少数ながら確認され、今回掲載 している中では22点 (32、 47、 73、 78、

91、  120、  122、  127、  129、  131、  132、  134、  135、  138、  139、  140、  141、  143、  144、  152、  1

53、 161)を 数える。線刻が施されている位置は全て外面で、47が 3段日、141が 3・ 4段日、そ

の他は 4段目である。22(4段 目)と 141(3段 目)に は形状が異なる 3つの線刻がそれぞれみら

れる。いずれも破片であるため、線刻の全形を確認できる例は少ないが、横方向に長い弧線が施

されたもの (73、 120、 127、 129、 132)と 縦横の直線が施されたもの (91、 131、 134、 135、

138、 139、 140、 144)が 目立つ。前者は127や 152の状況から楕円形状の線刻と予想される。後

者は135の同一個体に上の一辺を欠く縦長長方形の線刻が完全なかたちで確認されていることから、

同様の線刻とみられる。141の 3段目には透孔のほぼ中間の位置に円形の線刻がみられ、透孔を意

識した線刻と捉えられる。また、楕円形や長方形の線刻ついても、その形状から透孔との関連が想

起される。

ヒ
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(胎土・焼成・色調 )

胎上には砂粒が多 くみられ、個体によって含有量にばらつきがある。大半は同時期の土師器より

もやや多 くの砂粒を含む状態で、器財埴輪と比較 しても多い傾向にある。砂粒には l Hnl以下～11

Hm大の様々なものがあり、石材の特定は困難であった。そこで、観察表には第 8表のように分類 し

た砂粒の色調を記号化 して記入している。この色調でみると、灰白色 (141点 :730/0)、 褐灰色 (9

4点 :490/0)、 赤褐色 (82点 :430/O)、 褐色 (82点 :43%)、 の砂粒を含むものが比較的多いといえ

る。

焼成は総 じて良好で、大半の個体には黒斑が認められた。

色調には第 9表のような多様なものがみられ、部分的に異なる色調を呈する個体 もある。観察表

には黒斑を除いて 1個体にみられる全ての色調を記号で表記している。色調の分類にあたっては、

土色帳に準拠したため細分しすぎた感があるが、内外面ともに浅責橙色～にぶい橙色 (d、 f、 h)

を呈するものが全体の 8割以上を占める。

第 3表 器面調整と回体数

調  整
¶

ド
ん
ク 面 内 面

1段 目 2段 目 3段 目 4段目 1段 目 2段目 3段目 4段目
Ia 60 41 15 10 1 0 1 0

Ia・ b 4 0 つ
々

９

μ 0 0 0 0

Ia・ c 0 1 1 0 0 0 0 0

Ia・ Ⅱa
９

２ 0 0 0 0 0 0 0

Ia・ Ⅱb 5 0 0 10 0 0 0 0

Ia・ Ec 1 0 0 0 0 0 0 0

Ib 5 15 14 15 0 0 つ
０ 8

I boc 0 0 0 0 1 0 ユ 0

Ib・ d 0 0 0 0 0 0 0 0

Ib・ Ⅱa 15 0 0 0 0 0 つ
υ

９

μ

Ib・ Ⅱa・ b 1 0 0 0 0 0 0 0

Ib・ Ⅱb 0 0 0 1 0 0 0 4

Ib・ Ⅱc 0 0 0 0 ユ 0 0 ９

〕

Ib・ Ⅱd 0 0 0 0 ユ 0 0 0

Ic 1 0 1 5 9 8
つ
０ 5

Ic・ Ⅱa 0 1 0 0 1
つ
０ 0 0

Ic・ Ⅱb 1 0 0 ９

守 0 0 0 Ｏ
υ

Ic・ Ⅱc 0 0 0 0 7
つ
０ 0 1

Ic・ Ⅱd 0 0 0 0 1 1 0 0

Id 0 0 0 0 1 0 0 0

Ⅱa 26 ワ
イ 0 0 46 35 10 3

Ⅱa・ b 4 3 ９

， 0 1 0 0 3

Ⅱa・ c 0 0 0 0 0 3 0 0

Ⅱa・ d 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱb Ｏ
υ 5 2 16 9 6

９

留

Ⅱboc 0 0 0 1 7 0 l 0

Ⅱc 1 1 0 0 つ
０
つ
０ 27 8 0

Ⅱd 0 0 0 0 7 1 2 1

不  明 5 1 10 19 8 5 8 28

合  計 134 85 ワ
ｒ
И
仕 81 134 97 46 81
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第 4表 口径と固体数

口径 (cm) 個 数

25.0～ 25。 9
26.0～ 26.9 0

27.0～ 27.9
28.0～ 28.9 ９

留

29,0～ 29.9 つ
０

30,0～ 30。 9 7

31.0～ 31.9 4

32.0～ 32.9 3

33.0～ 33.9
34.0～ 34.9 4

35,0～ 35,9 4

36.0～ 36.9 4

37.0以上 1

合  計 35

第 6表 底部径と固体数

底部径 (cm) 個 数

20.0～ 20,9 9

21.0～ 21,9 25

22.0～ 22,9 28

23.0～ 23.9 14

24.0⌒フ25.0 6

25,0～ 25。 9 4

26.0～ 26.9 0

27.0～ 27.9 1

28.0～ 28。 9 1

29,0～ 29。 9 0

30.0～ 30,9 0

31.0～ 31.9 1

32.0以上 l

合  計 90

第 5表 突帯間の高さと団体数

高さ (cm) 個数

10～ ρ
υ

ll～ 20
12～

13～ 0

14～ 0

15～ 0

16～ 1

合  計 28

第 7表 底部高と固体数

高さ (cm) 個数

11～ 2

12～ 0

13～ 0

14～ 35
15～ 62
16～ 3

17～ 1

合  計 103

第 8表 胎土混入物色調分類と個体数

色 調 名 記号 個体数

黒  色 A 48

暗灰色 B ９

２

赤 色 C 2

褐灰色 D 94
暗褐色 E Ｏ

υ
つ
０

赤褐色 F 82

褐  色 G 82

明掲色 H l

責掲色 I 1

責橙色 1

橙  色 K 10

淡責色 L 2

灰褐色 M 58

責灰色 N l

灰  色 0 31

灰白色 P 141

白 色 Q ９

留

透明光沢 Rl 15

半透明光沢 R2 ９

留

黒色光沢 R3 3

白色光沢 R4 1

金色光沢 R5 5

灰白色光沢 R6 1

第 9表 器面色調分類と個体数

色調名 記号
個 体 数
外面 内面

浅責色 a
９

留

淡責色 b 1 0

にぶい責色 C 0 0

浅責橙色 d 18 14

責橙色 e 1 1

にぶい責橙色 130 99
浅橙色 g 0 0

にぶい橙色 h 39 49

橙  色 Ｏ
υ

９

留

責灰色 4 6

明灰責色 k 0 0

灰責色 l
９

留 0

暗灰責色 m
９

， 0

明責掲色 n 1 0

にぶい責褐色 O 0 1

灰責掲色 D
９

μ 16

褐灰色 q 10 13

灰褐色 1 0

に榎式しヽ窮動モ窒
つ
０ 1

暗灰色 t 1 0

黒trB色 u 16 3

L
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20cm

第7図 円筒埴輪実測図① (S=1/6)
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「

第8図 円筒埴輪実測図② (S=1/6)

L
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第9図 円筒埴輪実測図③ (S=1/6)
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20cm

第10図 円筒埴輪実測図④ (S=1/6)

|

L
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∞ m 稀
川

第11図 円筒埴輪実測図⑤ (S=1/6)

20cm
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第12図 円筒埴輪実測図⑥ (S=1/6)

L
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81

第13図 円筒埴輪実測図⑦ (S=1/6)
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20cm

93

円筒埴輪実測図⑥ (S=1

-27-

第14図 /6)



108

円筒埴輪実測図③ (S=1/6)第15図
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T

20cm

第16図 円筒埴輪実測図⑩ (S=1/6)
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円筒埴輪実測図① (S=1/6)
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L    _

140

141

20cm

第18図 円筒埴輪実測図⑫ (S=1/6)
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170

飴 Ⅷ

¨ 鰯

157

緯怨マ
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第19図 円筒埴輪実測図① (S=1/6)

-32-

―丘



Ⅷ 鰯
攀鯵

186

20cm

第20図  円筒埴輪実測図① (S=1/6)
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第10表 西都原171号噴出土円筒埴輪観察表①

番号 部 位

法 量

胎 土
(混入物)

焼成

色 調
口縁部

分 類
帯

類

突

分

底 剖

接合郵
透かし 線刻

器高 口径 底径 突帯間 1段目 外面 内面

l 基底部～ 1段目 (178) FP 史好 〕
9

2 基底部～ 1段目 138 214 E.P b f 9

基底部～ 1段目 113 (20 3) A.D G Rl f f Ia

4 基底部～第1突帝付近 192 22 4 158 EP f f 2

基底部～ 1段目 21.6 FOP f f 2

基底部～第1突帯付近 18.0 17.9 153 D.G.P f 9

7 基底部～3段目 30.4 184 116 16.2 GMP,R2 b hi 2

基底部～2段目 21.0 22.1 11.4 D.FP f :h 9

基底部～第1突帯付近 18,8 20,9 5.0 E.P d d V 2

0 基底部～2段目 22.9 19.6 5,7 FGOP.Q f [ 9

1 基底部～4段目 42 0 214 112 5.2 ADGPRユ f,p.t [u 2 3

2 基底部～3段目 29 6 20 9 11 1 D.G,P a〕 〔すq 9 3

鉱部～2段日、3段目～日縁吉 24,9 20 0 DG`P,Rユ 〔.q :.q Ib 9 3

4 基底部～2段目 23 2 21 5 FG.O 9

5 基底部～2段目 22 0 22.3 F.G.OP Ib ?

6 基底部～ 1段目 11.6 19.4 70 GLOQ`R2 ?

7 基底部～ 1段目 11.1 19,4 GO.P

8 基底部～第1突帯付近 22,9 19.2 15,2 FGLOQ Ib 9

9 基底部～第 1突帯付近 17 7 20 1 15.4 F,G.O.Q Ia 9

基底部～第 1突帝付近 17 6 22 3 152 FG。 0,Q f (Ⅲ a)

基底部～ 1段目 13.5 190 DF.P Rl f 9

基底部～ 1段目 137 22 8 D.F.P.Rユ h 2

基底部～第1突帯付近 177 20.0 156 FP.Rl I 9

基底部～2段目 20.4 20.8 144 FO.P Ia 2

基底部～第1突帯付近 17.4 (21.2) 152 F.OP p (Ⅱ b) 9

基底部～2段目 24.l 22 1 15,6 G.MP f.h 3

基底部～ 1段目 14 1 23 4 G,O Q R4 f f (Ⅱ a) ?

基底部～第1突帯付近 167 23 7 154 F,P h (■ a) 2

基底部～ 1段目 122 183 GMP f f 9

基底部～ 3段目 20.3 ll.4 50 D.GP f,p ? 3

基底部～4段目 43.4 23.0 11.8 50 DGP h ワ 3

基底部～2段日、3段目～日縁割 25,3 19.0 55 CO f f V2 ワ 4

基底部～ 3段目 26 0 23.9 11 0 5,0 DGP fj Ia 2 3

基底部～2段目、日縁部 26 3 23.1 F P R5 f f Ⅳ ユ Ia 9

基底部～第1突帯付近 22 7 22 8 5.2 F O PR2 f f Ia 2

基底郡～口縁部 49,8 22.5 10,8 A,D.F,A/1P f f Ⅳ ユ 2

基底部～第2突帯付近 29 8 189 12 2 A F G PRl,R3 fi f 9

基底部～2段目 25 8 17.4) 52 ADG [.j 〕 ma 9

基底部～2段日、日縁部 25,ユ 24.3 52 F.O P Rl 〔 9

基底部～3段目 28,9 21 6 108 DF.G f.i ?

基底部～3段目 24 7 24 7 54 GOPQ f f 3 3

基底部～2段目 22 7 20 0 5.5 F.G.OP f f 9

基底部～第2突帯付近 27 7 22 7 l16 FO.Q h h 2

基底部～3段目 19 5 21.8 F.O.P,Rl f f 皿 a 9

基底部～2段日、3段目、日縁部 22 6 (35,0 31.3 FG.OQ.Rl f f Ila 2

基底部～第1突帝付近 18.2 18.4 KP f 2

基底部～口縁部 49 2 (30.6 23.4 110 5.2 ADFMP h Vl Ⅱa・ Ⅳb ? 3 3

基底部～2段 目 26 6 21.3 52 DG.P fi f 2

-34-
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番号

整詞面器

考・備面外 面内
底 面

1段目 2段目 3段目 4段目 1段目 2段目 3段目 4段目

1 Ib.Ia Ⅱa A.B

2 Ib.Ⅱ a Ic D

3 10.Ⅱ b 五b.● A,B

4 Ic Ic

5 Ⅱa Ⅱa A

6 Ib.I― a・ 1 Ic.Ⅱ d Ic,Ⅱ d B

7 I ai Ⅱb Ic,I Ⅱ A.B

B Ⅱa

9 Ila I B

, ? B

Ⅱd Ⅱd A 外面に朱

Ib.Ⅱ a Ⅱa Ⅱb A

Ib.Ia Ib Ib I aib Ⅱa Ⅱa Ic,Ic A

Ib.Ⅱ a Ib Ⅱa A

Ib 狂a

A

Ⅱ A.B

10.Ⅱ a Ⅱa A

Ⅱa A

Ic.Il

Iう ,I■ B

22 , ?

A

, , IC AIB

Ⅱa.b Ⅱb Ⅱ A

Ia.Ⅱ b Ⅱわ.● A

Ib.Ⅱ d

Ia B

30 Ⅱな Ⅱd A

Ⅱb Ⅱb A.B

Ⅱa.む Ⅱa.` Ic ? B

Ic

Ia.Eわ A.Bo C

Ia.Ⅱ a A.B,C

Ic I∝ Ⅱc Iё B

Ib , Ic Ic A.D

認
・

Ⅱa Ⅱc

I∝ Ⅱな Ic.la Ⅱb A

9 Ia ll a A

Ⅱa,c Ⅱb.c

Ib 3 外面に朱

Ic A

I ailc Iも Ⅱa.b Ib.Ilc A

Ⅱc Ia Ⅱa.lb A.B

41i 9 Ⅱ boc Ⅱb A.B

Ic.Ic Ic.Ⅱ a Ib,c Ic A.B

Ⅱa.b Ⅱa Ib Ⅱb B



第11表 西都原171号噴出土円筒埴輪観察表②

番号 位部

法 量

胎 土
(混入物 )

焼成

色  調
口縁

分 類

帯

類

突

分

底 部
接合数
透かし 線刻

器高 口径 底径 突帯間 1段目 外 面 内面

基底部ヽ2段目、日縁都 24 4 似92) 19.5 55 DG f.i Ⅲ Ⅳ a 2

基底部～第2突帯付近 32 4 25 7 16.0 5.4 A,D.C,P 〔 f Ⅳ b ?

基底部～第 2突帯付近 313 21.5 D.G,P f h 2 3

基底部～2段目、日縁部 22.5 (288) 23 7 D.G f Ⅳ l Ia 3 3

基底部～第1突帯付近 20.4 22 2 EG q Ia 9 3

基底部～口縁部 32 0 (362) 21 0 FGP f f Ⅶ Ia ? 3

基底部～3段目 29 1 22 4 46 DGP hoi 3 3

基底部～3段日、日縁部 316 193 52 DGHP fi f,i V2? Ia ? 3

基底部～ 3段目 33.6 210 AFJQ ehq p (Ⅱ a) 3

基底部～ 2段目 20 1 21.4 EA/1 f f Ia 2

基底部～2段目 23 0 22 2 A.E.Rl d 9

基底部～第2突荷付近 27 4 212 120 42 E f.q p 2

基底部～第1突帯付近 17.8 20 6 ACGM.P I d ma ,

基底部～2段目 22 6 23 8 52 AF.GQ fu { Ib 2

基底部～第1突帯付近 184 23 9 44 AG fr u Ib 9

基底部～2段目 213 22.ユ 148 D.E (Ia) 9

基底部～1段目、3段目～日縁部 15.6 (29.8) 214 DE fh h 2

基底部～ 1段目 8.5 21 1 D.M f 9

基底部～ 1段目 32 8) D.M fh f ,

基底部～ 1段目 134 25 3 B.FCP f (Ia) 2

基底部～第1突帯付近 18.8 21.3 52 A.F.G,P,R5 f.u f 2

基底部～2段目 24 8 23.6 EO f Ia 2

基底部～2段目、日縁部 27 6 (32.4) 35 8 54 MP f Ⅳ 2 3

基底部～3段目 32 0 20 0 12 7 AGP [ Ⅱb Ⅳb 2

基底部～2段目、日縁部 26 0 (34 8) (25 0) 52 AG,P fu ? 4

基底部～ 2段目 25 8 22 2 DG.P d 2 3

基底苦卜～2段日、日縁部 28 2 (34 6) 22.9 118 GOP fu h V3 9

基底部～2段目 27 2 24 4 5.6 D.GP f f 9

基底部～2段目 22.4 22 7 AMP fh h 9

基底部～2段目、日縁部 21_7 (30.6 22 6 5.4 A,EP f }p Ⅳ 2 3 4

基底部～ 3段 目 26 5 23.9 A,G P Rl hu h ワ 3

基底部～第2突帯付近 27 4 19,7 ll.2 AFG h h 2 3

基底部～2段目 24.5 21.9 DMP l fp 9

基底部～第1突帯付近 19.1 18.2 144 MO I 9

基底部～3段目 32.7 22.4 11 6 148 DMP fi h 9 3

基底部～ 2段 目 23 3 20.3 15.0 DOP fj 9 3

基底部～口縁部 48 4 (336) (20 0) 11.6 14.4 ADFGMP 玉 9 3

基底部～ 2段目 26 4 91 15 1 AFGP f.u f.u 2 3

基底部～ 4段目 25,7 82 114 148 AFG f.r f 9

基底部～第1突帯付近 19 5 82 147 AF,P R5 p 9 3

基底部～ 2段目 25 8 15 5 A.F,P,R5 fu 9

基底部～ 2段 目 20 3 14.8 AGP f p ?

基底部～2段日、3段日～日縁部 20 2 36 0) 213 14.0 BEP 12b 9 3

基底部～2段目 22 0 24 8 150 A.FGP fq 9

基底部～2段目 24 7 21.8 144 ACP f.u p Ib 2

基底部～第2突帯付近 29,0 23 9 116 15 1 A`E,P f 9

基底部～ 2段 目 24 6 21 1 14.9 EOP f f Ib

基底部～ 2段 目 23 0 20 0 15,8 MO,P h h 9

-36-
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番号

整調面器

考備面外 面内

底 面
1段目 2段目 3段目 4段目 1段目 2段目 3段目 4段目

9 9 ?

Ic.Ⅱ a Ic

Ia 9

Ia Ia. 9 A

Ia

Ia,c Ia.c Ia Ic Ic Ib Lb.Ⅱ b

Ia Ⅱb Ia 9 A

Ia 9 9 Ic 9

Ia

[a

Ia A.B

A.B

9

B

9 Ic.Ic B 底面に朱

?

? 9 Ⅱa.b B.C

A.B 底面に朱

Ia.b A

AB 底面に朱

? A

AB

Ic Ic

? A

Ⅱb.c A 底面に朱

Ia [a 底面に未

Ia AB

Ic

AB

Ic Ib c Ic 底面に朱

Ⅱa b Ⅱa.b Ⅱa.b B

A

Ⅱa c

B?

Ib Ⅱa B?

外面に朱 ?

Ia.b b Ia.b B

Ia.b Ia A

Ib Ⅱa b Ib Ⅱa A.B

Ib Ⅱa b

Ib Ⅱa b Ic.Ⅱ c Ic A

Ia.b b Ic B

Ib.Ⅱ a b AB

Ib Ⅱa b A

Ia 底面に朱

Ia.Ⅱ a Ic 底面に朱

9 9 9 9
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第12表 西都原171号噴出上円筒埴輪観察表③

番号 部 位

法 旦
皇

胎 土
(混入物)

焼 成

色  調
口縁部

分 類

世Ｆ

類

突

分

底 部
接合数
透かし 線亥」

器高 口径 底径 突帝間 1段目 外面 内面

基底部～2段目 23 7 22 8 148 DE,P f.h f 9

基底部～ 2段 目 25 0 20.9 150 DFG f h 9

基底部～ 2段 目 22 1 18.7 ll l AFP fu h Ⅳ a 9

基底部～ 1段目 143 (22.7) DMP p (Ⅱ a) 9

基底部～第1突帯付近 16 2 22.1 150 M.O.P h 2

基底部～ 1段目 117 (21.8) DN.P f f ,

基底部～第1突帯付近 20.2 22.3 52 DE.G.P h h 2

基底部～2段目 24 2 (20 6) D.F,MP fh ?

基底部～第 1突帯付近 20 2 20.6 DEP Ⅳ b 2

基底部～第1突帯付近 19,7 (19,4) E.ヽlP f 9

基底部～2段目 24 7 19 1 15.0 DFP f f 2

基底部～ 1段目 140 (225) DE f (Ia) 2+

基底部～第2突帯付近 29 3 (24 0) 11.6 152 ADF.P f f Ⅲ a

基底部～3段目 31 8 22 6 11.4 14.0 F,G.P

基底部～3段目 30,1 27 2 H.7 15,0 F.G.P h.q.u

基底部～ 1段目 (20 0) D.E.P p

基底部～2段目 21 8 (19.8) 150 D,E.P fi f 9

基底部～ 1段目 13.1 (17.4) D.E.P J

基底部～ 1段目 100 (20.8) D.EP d d

基底部～ 1段目 13 1 (22.6) D.EP h (Ⅱ b)

基底部～2段目 212 23.0 14.8 F G P R6 I 3

基底部～第1突帝付近 (日縁部) 20,9 21 0 15 1 DE.F,P f,p 9

基底部～ 2段目 21.9 20.0 15 0 FGM hu 9 2

3段目～口縁部 (32.4) D.E.F h f.h Ⅵ b 3 4

口縁部 GP

口縁部 (29,4) DF.P f 4

3段目～口縁部 (31.2) DF,P f.m f 3

口縁部 (354) F.ヽI R3

口縁部 (37.2) F,G,M h h b

口縁部 (29 4) DG.P f.m f

口縁部 (318) F M R3 f f 4

第 3突帯～口縁部 (30 0) FMP f f

4段目～口縁部 (25 8) DF d

3段目～口縁部 (3文 2) Fh/1.P h 3

口縁部 D.EP h f.p b 4

口縁部 DFP l 4

3段目～口縁部 (34.8) DGP f f b 3

3段 目～口縁部 (36 0) DFP f f b Ia 3 4

3段 目～口縁部 (36 0) DEP f h b 3 4

3段 目～口縁郡 (35.4) F,CP f hq

口縁部 (30.0) D.P R2 h b

4段目～口縁部 D.EPQ f p b 4

3段目～口縁部付近 D.MP h h Ia 3

4段目～口縁部 D,F,G,P f

3段目～口縁部 (35.4) DF,P f h Ⅱ 3

3段目～口縁部 (34 2) FMP f 〔 Ⅱ Ⅲ a

4段目～口縁部 312) D.G.K,M.P d Ⅱ 4

口縁部 309) DMP d h Ⅲ 4
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番号

整調面器

考備面 面内

底 面
l段 目 2段目 3段目 4段目 l段 目 2段目 3段 目 4段目

A.B

lla b B

A

100 A

l Ic. A

Ic Ⅱc B

A 突帯に布目圧痕

A

A

A

Ia △

Ⅱa,c A

0 Ic lc Ic.Ⅱ a Ib.Ⅱ a △ B 底面に朱

l 9 A

2 Ⅱb c AB

3 B

4

5 Ⅱa b A 底面に朱

6 9 Ⅱ ? A

7 Ia A.B

8 Ia Ic Ic Ic.Ⅱ b A

9 Ia A.B

Ia

ユ Ia.Ⅱ b Ⅱa.b

Ia Ⅱb Ic Ⅱb

Ia Ic Ⅱ?

Ib Ⅱc

9 9

Ⅱ Ⅱ

Ⅱ Ⅱ

9 Ⅱa?

b

ユ b

2

b b Ib Ⅱa

b b Ib Ⅱb

b b Ⅱ Ⅱ

b b Ib.Ⅱ c

Ⅱ ? Ⅱ ?

Ia.Ⅱ b Ib Ⅱ

Ib.Ⅱ a

1 Ⅱ ?

9 9

3 ?

Ia.b
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第13表 西都原171号噴出土円筒埴輪観察表④

番号 位

法

胎 土
(混入物)

焼 成

色  調
口縁部

分 類
帯

類

突

分

底 音「

接合郭
透かし 線刻

器高 口径 底径 突帯間 1段目 外面 内面

4段目～回縁部 DFP f Ⅲ

口縁部 IヽP f f Ⅲ

口縁部 FMP fi Ⅲ

口縁部 28 8) DMP p f Ⅲ

口縁部 M.P,R2 b h Ⅲ

第 3突帯～口縁部 30 3) D.P.R2 d 〔 Ⅳ ユ

口縁部 Fヽ1,P f f Ⅳ l

口縁部 DE.R2 〔 f Ⅳ l

4段目～口縁部 D M R2 d Ⅳ l 4

口縁部 IM.P q Ⅳ l

3段 目～口縁部 (32 1) FM.P f f Ⅳ l

口縁部 A.G.P h h Ⅳ l

口縁部 D.ヽI f f Ⅳ 3

口縁部 (306) F P R5 f h Ⅳ 2

口縁部 D.E f f Vl

口縁部 D.P f Vl

口縁部 F.R2 d Ⅳ 2 4

口縁部 D.P.R2 f f V2

口縁部 DF lq h V2 (Ⅳ a)

口縁部 A.F,P f f V2

口縁部 A.D V2

口縁部 A.F,P h V2

口縁部 D.MP h V3

口縁部 A,C.D.G,P f f V3

口縁部 FM.R2 : f V3

口縁 部 (25.2) AD.EM.P d d V4

口縁 部 F,ヽ I h h Ⅵ

口縁部 AFP h Ⅵ

口縁 部 FMP f f Ⅵ

4段目～口縁部 FGP h h Ⅵ

4段目～回縁部 D.F.P f Ⅵ

4段目～日縁部 F,P f f Ⅵ

4段目～口縁部 F.G.M h Ⅵ

基底部～第2突帯付近 27 6 (21.6) H8 145 A.CKMOP f

基底部～第1突帯付近 170 (22.4) 144 A.D,GKMP d

基底部～第1突帯付近 15.8 1) 140 D.C.K,MP f f 9

基底部～ 1段目 (22 6) A,D.K M PRl f f 9

基底部～ 1段目 212 AD.G.K.MP f f ?

基底部～ 2段目 25 0 28,0 146 AD.G.K.O d Ⅳ a 9

基底部～第1突帯付近 218 24.0 生DFG M PRl d Ia 9

基底部～第1突帝付近 16 0 DGKMOP f f 9

基底部～ 1段目 AFD.MO.R2 f f ,

基底部～ 1段目 10.0 (22.6) AD G M PRl [ f 9

基底部～ 1段目 11.0 20.4 DGMP d d ワ

基底部～ 1段目 12.2 19,4 A.D.M h 9

基底部～ 1段目 14.2 (25 2) ADGKMP h f ?

基底部～ 1段目 13 3 20.2 ADGM.P f d ?

基底部～ 1段目 13.5 (20 6 DE f f (Ⅱ a) 9
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番号

整調面| lh辞

考備面外 面内
底 面

li段目

'段
1日 ,段目 4段目 1段目 2段目 3段目 4.段目

145 正a.

Ic.Ⅱ b 工わ

Ⅱb ユb

148 , rbi■ ?

Ib Ⅱb 内外面に朱 ?

150 Ⅱb ?

15ユ Ib? Ib?

152 狂b

153 I Ⅱ

I`iⅡ b Ⅱb

I五 .Ⅱ b Ic Ic.Iわ

1.56 ? ?

Ib

158 Ib.■ b

159 Ia.Ⅱ b Ⅱb

? Iち ? 外面に朱 ?

9

狂b

Ⅱb?

9

I ar llb Ib●Ⅱb

一３ ■b Ⅱb

Il b Ib

170 Ⅱb

172

?

174

Ⅱわ.c Ⅱb 外面に朱 ?

■b?

178 Ⅱ盗 Ⅱa B

179 Ⅱb

130 Ia A.B

181 Ib 狂d

132 A

183 Ic.Ⅱ b Ib Ic Ic

134 9 Ib A

Ⅱ五

186 Ic?

Iう .Ⅱ a

188 Iab Ⅱb.c B

Ib.Ia 二も,t B

Iも Ⅱa?

Ⅱね

Ⅱb Ⅱa A 底面に朱



第 2節 器財埴輪

宮崎県史編纂事業の一環として行われた京都大学所蔵資料 (大正時代の調査における出土資料 )

の整理報告(5)(以下整理報告)では、器財埴輪として、家形、盾形、甲冑形 (冑形、短甲形)、 蓋

形埴輪が報告されている。今回の調査でもほぼ同様の器財埴輪が確認されたが、盾形及び冑形につ

いては 1点 も出土 していない。また、前述の整理報告では触れられていなかった壷形埴輪が比較的

多 く出土している。以下、各器種毎にその出土状況と特徴を述べる。

(1)家 形埴輪

出土状況

本古墳出上の家形埴輪の大半は大正の調査によって出土しており、今回の調査による出土量は少

ない。大正の調査では、墳頂平坦面の中央からやや南西に寄つた地点から家形埴輪 1個体の基底部

が検出されたと報告されている。第21図 は今回の調査における家形埴輪の出土状況であるが、大

正の攪乱内以外の分布状況は墳頂平坦面の南コーナー付近を中心に南西及び南東の墳丘斜面に集中

している。

家形埴輪の特徴

大正調査資料の整理報告では、外面にハケメ調整がみられる大きな壁の破片と網代表現がみられ

る大きな壁の破片が紹介され、報告者は、別個体であった場合と同一個体であった場合の両案を提

示している。また、塗彩方法の相異から壁体に網代表現を有する家形埴輪が 2個体存在すると考え

ている。しかし、京大所蔵資料と今回出土した資料を再検討した結果、屋根には切妻、入母屋造の

ものがそれぞれ 1個体存在すること、整理報告において網代の塗彩方法が異なるとされた破片は方

向を90° 誤認していると考えられることから、家形埴輪は2個体のみであると判断した。以下、入

母屋造のものを家形埴輪①、切妻造のものを家形埴輪②として記述を進める。また、大正の調査報

告では、前述した埴輪基底部の破片に関して、「此ノ埴輪ニハ各種幾何學的紋様ヲ刻劃シタルコト

例ヘバカノ應神天皇陵陪塚ノ頂上ヨリ凌見シタル家屋形埴輪ノ破片ノ夫レノ如ク又夕赤色二彩レル

痕跡ヲ認ム可シ」との記述があり、この基底部は家形埴輪②の可能性が考えられる。しかし、本報

告第 1分冊に掲載した図版 4の①の写真がこの家形埴輪基底部の出土状況であれば、破片の残存量

等から家形埴輪①の可能性も考えられる。従って、大正調査報告にみられる家形埴輪基底部につい

ては、個体を特定することはできない。なお、ここでは今回出上した埴輪の破片について報告し、

家形埴輪の全体的な構造については、京都大学所蔵資料を含めて第Ⅵ章において検討する。

第22図 193～ 200は家形埴輪①の破片である。193～ 197は 屋根部分の破片と考えられ、焼成は

良好で砂粒を含む。色調は浅黄橙色～にぶい橙色を呈し、黒斑がみられる。193は屋根頂部～上半

部の破片で、外面には線刻による網代表現及び棟方向に直交する幅 3 cmの突帯状の押縁がみられる。

押縁にはハケメ調整がみられ、棟と並行な網代とともに赤色顔料が塗布されている。内面はナデ調
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整で壁との接合面を明瞭に残 し、接合面の外側には赤色顔料が塗布されている。196・ 197も 網代

表現がみられる屋根上半部の破片である。196の外面に施された網代 も横方向の部分のみ赤色顔料

の塗布がみられる。197は網代に対 して斜め方向に延びる突帯状の押縁を残す破風板付近の破片と

考えられ、内面はハケメ調整で赤色顔料の塗布がみられる。194は屋根下半部の先端付近の破片で、

幅約 4 cmの突帯が貼 り付けられていたとみられ、突帯が剥離 した接合面にはハケメ痕を残す。198

～200は壁体の破片である。焼成は良好で砂粒を含み、色調は浅責橙色～灰黄色を呈する。いずれ

も外面は縦方向のハケメ調整、内面はナデ調整である。198の外面には赤色顔料がみられる。199

は屋根との接合部で、外側の接合面にはハケメ痕を残す。2001ま下方に入 り口もしくは窓とみられ

る開口部の一辺を残す。

第22図 201～ 208は家形埴輪②の破片である。いずれも焼成は良好で砂粒を含み、色調は浅責橙

色～にぶい橙色を呈する。2011よ屋根の頂部付近の破片で、外面には線刻による網代表現及び棟方

向に直交する幅2.5帥の突帯状の押縁がみられる。押縁にはハケメ調整がみられるが、全体的に風

化が激 しく、赤色顔料の塗布は確認できない。また、内面はハケエ具による刺突で凹凸が激しい。

202～ 204、 207は壁体の破片である。いずれも外面に線刻による網代表現がみられ、内面はナデ

調整である。2021よ両側縁に開口部の一辺を残 し、左側側縁は下端から横方向に屈曲する状況が伺

えることから、左側が窓で右側が入 り口になると考えられる。赤色顔料の塗布は確認できない。2

03は下方に開口部の一辺を残すもので、窓もしくは入 り回の上面とみられる。この破片も赤色顔

料の塗布が確認できない。204は左端に沈線とハケメ調整による柱表現が一部遺存 し、内面がやや

内側へ曲がる状況が伺えることから、妻側 もしくは平側壁体の角付近と考えられる。赤色顔料は縦

方向の網代に塗布されている。207は破片右端付近に幅 3 cmの 沈線とハケメ調整による柱表現がみ

られ、妻側もしくは平側壁体の中央付近とみられる。下位には、横方向に直線的な下部突帯との接

合面を残している。赤色顔料の遺存状況は悪いが、この破片だけ横方向の網代に塗布されている。

205は屋根の内側に貼 り付けられる桁材の先端部で、先端の下位に弧状の狭 りを有する。外面は横

方向のハケメ調整、内面は指押さえ及びナデ調整で、内面上半にはハケメ調整を残す接合面がみら

れる。接合面以外の面には赤色顔料が塗布されている。206は先端部が下方へ屈曲する形状の下部

突帯の破片で、外面から先端にかけて赤色顔料の塗布がみられる。2081よ外面にハケメ調整、内面

に指押さえがみられる板状の破片で、外面には赤色顔料の塗布がみられる。内面の左右にはハケメ

調整を残す断面が斜めに傾いた接合面がみられることから、中空に造られた棟木の下部破片と考え

られる。

(2)短 甲形埴輪

出土状況

大正の調査報告では、前述の家形埴輪基底部の南方から出土 したとの記述があるのみで、その

出土地点は不明確であった。しかし、今回の調査において、原位置の特定可能な検出状況が得られ

た。

L
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第23、 24図 は短甲形埴輪の出土状況で、第24図は第23図 に示した墳頂平坦面の中央～南コーナー

付近を拡大したものである。第24図にみられるように、墳頂平坦面中央から3m程南に寄った地

点では、一部大正調査坑に切られるかたちで、長さ約 2m、 幅約50cm、 深さ15cmの布掘 り状の浅

い溝が検出され、その中に70cm程の間隔を置いて 2つの円筒基底部が出土した。この基底部周辺

にはそれぞれ異なる焼成、線刻表現を有する短甲形埴輪片が散乱していた。このことから、本墳に

は2個体の短甲形埴輪が存在し、近接して樹立されていたことが明らかとなった。

短甲形埴輪の特徴

第24図 において西側の基底部に伴うものを短甲形埴輪①、東側の基底部に伴うものを短甲形埴輪

②として、以下、その特徴を述べる。

第25図 209～ 217は短甲形埴輪①である。にぶい橙色～浅黄橙色を呈し、焼成は良好である。胎

土には砂粒を多く含み、器面の風化が激しいが内外面の一部に赤色顔料がみられることから、本来

は全面が赤く塗られていたとみられる。短甲部分 (209～ 213)に は 1本 もしくは 2本一組の沈線

による表現がみられるが、後述する短甲形埴輪②のような粘土粒による皮綴表現はみられず、モチー

フとなった短甲は不明である。209は前胴部中央上端付近の破片と考えられる。 2本一組の縦方向

の沈線が 2列施され、右側の沈線の外側には横方向の 2本 1組の沈線が上下に2列 とその間に 1本

の沈線が 2本みられる。210,213は 後胴部押付板付近とみられ、外縁に沿った 1状の沈線と横方

向に延びる 1条の沈線がみられる。211は後胴部右側寄りの破片とみられ、横方向に延びる2本 1

組の沈線がみられる。2121ま側面上端部中央付近の破片とみられるが、沈線等はみられず、外面に

縦方向のハケメ調整痕を残す。214・ 215は短甲と草摺の接合部付近の破片とみられる。214は横

方向の 1条の沈線を挟んで上方に延びる4条の沈線と左下がりの斜方向に延びる沈線がみられる。

215に は横方向の沈線から下位に左下がりの斜方向沈線がみられる。216は草摺の破片で、1/4程

度残存している。残存部分の状況から、 3本の縦方向沈線で4分害1さ れた区画にほぼ等間隔で並行

する6条以上の横方向沈線で区画し、その間を上下交互に右下がり、左下がりの斜方向沈線で充足

して綾杉文を形成している。基底部との接合面できれいに遊離しており、短甲形埴輪②と比較する

と傾きが緩やかである。217は底径24.6cm、 残存高23.8cmを 測る基底部で、突帯はIaタ イプであ

る。全体的に風化が激しいが、器面調整は縦方向のナデとみられ、黒斑を有する。赤色顔料の塗布

は認められず、本来何段構成であったのか不明である。

第25図 218～ 224は短甲形埴輪②である。浅黄橙色～褐灰色を呈し、焼成は良好である。胎土に

は砂粒を多く含むが、短甲形埴輪①と比較すると良好な遺存状態といえる。内外面の一部に赤色顔

料がみられることから、本来は全面が赤く塗られていたとみられる。短甲部分 (218～ 222)の破

片は非常に少かったが、整理報告において取り上げられている短甲形埴輪がこれらと同一個体であ

り、三角板皮綴短甲をモチーフとしている。218・ 219は前胴部中央付近、2201よ側面付近、222は

短甲と草摺の接合部付近の破片とみられる。223は草摺部分の破片で、216と 同様の綾杉文が施さ

れている。横方向の沈線は10条 あり、最上段には縦方向の 3本沈線が及ばないことから、短甲と

の接合部分付近まで残存していると考えられる。216よ りも傾きが強く、器壁も厚い。224は底径2

上
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2.6cm、 残存高26.2cmを測る基底部で、突帯はⅡaタ イプである。器面調整は外面が 1・ 2段 日と

もに縦方向ハケメ後一部に不規則な横方向のハケメ調整、内面は荒いナデ調整で粘土組のつなぎ目

が明瞭に残されている。黒斑を有するが、赤色顔料の塗布は認められない。本来何段構成であった

のか不明であるが、通常の円筒埴輪では 1段目の高さが 2段 目よりも高いのに対 して、 2段目の残

存高が 1段目とほぼ同じであることから、 2段構成であった可能性がある。

(3)蓋 形埴輪

出上状況

整理報告では蓋形埴輪の報告があり、大正の調査においても出上 していたことが知られるが、調

査報告には蓋形埴輪に関する記述は全 くみられない。

第26図 は、今回の調査における蓋形埴輪の出土状況である。この状況をみると、大半の破片が

墳頂平坦面上から墳丘 2段 目斜面にかけて分布 していることが伺われる。このことから、蓋形埴輪

は本来、墳頂平坦面上に樹立されていた可能性が高いと考えられる。

蓋形埴輪の特徴

225～ 249(第 27図 ～30図 )は立飾り部の破片である。出土状況や施文、調整、焼成等の特徴か

ら、少なくとも3個体以上存在すると考えられる。225～ 2291よ 同一個体 (以下立飾り①)と みられ、

墳丘 2段 目南西側斜面を中心に出上した。焼成は良好で色調は浅黄橙色～にぶい橙色を呈し、砂粒

を少量含む。器面調整は多少風化しているが不定方向のハケメが主体で、赤色顔料の塗布はみられ

ない。軸部は先端径 7 cmの 筒状部がやや外反しながら1 2calほ ど立ち上がったところで大きく外側

へ開き、端部に幅 2 cm程度の粘土が貼り付けられた径2 1cmの 皿形を成す。皿形の上には中央で十

文字に交差する飾り板が結合しているが、接合部分には沈線状の刻み目が施されている。飾り板は、

切り込み及び 1条の沈線によって本体、内側の鰭、外側の鰭に分割され、更に内外の鰭に外縁に沿っ

た 1条の沈線を付加して 3つの施文帯を構成している。各施文帯には2条の並行する弧線がほぼ等

間隔で施されているが、鰭と本体ではその間隔が異なる。225は飾り板外側の鰭部～本体付近の破

片で、本体と鰭の境目は上端から4 cmほ どの細い切り込みで分割されていたことが伺われる。226

は十文字に交差する飾り板基部の上端付近から内側の鰭にかけての破片である。内側の鰭も本体と

の境目上端から4 cm程度は細い切り込みで分割されていたことがわかる。227は軸部から立飾りの

下位部分で、 2方向の飾り板が比較的残存している。228は本体上端の外偵1付近、229は外側の鰭

の破片とみられる。229では表裏で並行する沈線の条数が異なっている。

230～ 237は 同一個体 (以下、立飾り②)と みられ、墳頂平坦面西側から墳丘 2段目北西側斜面

を中心に出上している。焼成は良好で色調は浅黄橙色～にぶい黄橙色を呈し、砂粒を少量含む。器

面調整は多少風化しているが不定方向のハケメと不定方向の強いナデ調整がみられる。器面の一部

や沈線内に赤色顔料が残存していることから、本来は全面に塗布されていたと考えられる。軸部の

形状は不明で飾り板部分のみだが、切り込み及び沈線によって本体、内側の鰭、外側の鰭に分割さ
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れる基本的な形態や各施文帯内に弧線を充填する施文方法では立飾り①と共通する。ただし、内側

の鰭が本体の高い位置に付くことや、本体の施文帯に充填された 2本の並行する弧線から方向を違

える2条の弧線が枝分かれ状に付加されている (231・ 232参照)点が立飾り①とは異なる。230

は飾り板上半部、2311よ下半部外側、2321よ交差する基部付近、233は中央の接合部付近、234は皿

形部との接合部付近、2351よ 内側の鰭上端部、236・ 237は外側の鰭上端部の破片である。236・ 2

37は表裏の施文が異なっている。

238～ 243は 同一個体 (以下、立飾り③)と みられ、墳丘 2段目南西狽1及び南東側斜面を中心に

出土している。焼成は良好で色調は浅黄橙色～にぶい黄橙色を呈し、砂粒を少量含む。器面には比

較的安定した縦～斜め方向の荒いハケメ調整がみられる。器面の多くに赤色顔料が残存しているこ

とから、本来は全面に塗布されていたと考えられる。立飾り②と同様に飾り板部分のみで、切り込

み及び沈線によって本体、内側の鰭、外側の鰭に分割される基本的な形態は立飾り① ,②と共通す

るが、内外の鰭には施文が見られない点で大きく異なる。238は飾り板上半部の破片で、内外の鰭

上端を欠く。239。 240は中位～下位、241は軸部の皿形部との接合部分、2421よ 内狽1の鰭先端部、

243は外側の鰭先端部の破片とみられる。

244・ 245は表裏で施文が異なる立飾り本体の破片とみられる。焼成や色調は立飾り①に類似す

るが、施文及び出土地点の相異から別個体の可能性が考えられる。246～ 2481ま軸部の破片である。

246は、墳丘南東側 1段ロテラス中央付近から東コーナー付近で出土した軸部先端付近の破片で、

復元径 9 cmで ある。外面には細かなハケメ及び丁寧なナデ調整、内面には指押さえ痕を残す。色調

は外面がにぶい責橙色、内面が灰褐色を呈している。247・ 248は外面のハケメ調整の類似やとも

に墳丘南西側周溝から出上しており、同一個体とみられる。また、247の皿状部の内外面には赤色

顔料が塗布されており、立飾り③と同一個体の可能性が高い。

249～ 259(第 30、 31図 )は笠部 (軸受部、台部を含む)の破片である249。 2501よ 軸受部口縁

の破片で、ともに外面に粘土を貼り付け肥厚させている。2511ま軸受部下端突帯付近の破片である。

252は同一個体と考えられる破片によって復元した軸受部～笠部である。ただし、出土地点が墳丘

2段目南東側斜面と北東側斜面に大きく分かれて分布していることから、別個体を合成している可

能性もある。焼成は良好で砂粒を含み、色調は浅責橙色～にぶい黄橙色を呈する。器面は風化が激

しい部分が多いが、笠部外面は横方向のハケメ、笠部内面及び台部の内外面はナデ調整で、赤色顔

料の塗布は認められない。接合していない破片からの復元であるため正確性を欠くが、軸受部径14.

4cm、 笠部先端径67.6cmに 復元された。軸受け部口縁は粘土を貼り付けて肥厚させ、軸受部下端突

帯は笠部上端に扁平に張り付く。笠部は中央に幅 4 cmの 突帯が全周し、上半部は無文、下半部には

3本 を一組とする放射状の沈線と笠部先端に沿った 1条の沈線がみられる。253・ 2541よ 同一個体

とみられる笠部先端付近の破片である。焼成は良好で砂粒を少量含み、色調は浅黄橙色を呈する。

ともに内外面ナデ調整で笠部先端に沿った沈線がみられ、2541こ は2条の右下がりの沈線もみられ

る。255は墳頂平坦面北東側の円筒埴輪列中央付近から出土した笠下半部の破片である。焼成や色

調は252に類似するが、沈線が細く深いことから施文の際に刀子等の鋭い工具が使用されたとみら

れ、別個体と考えられる。256は 同一個体と考えられる破片によって復元した軸受部～笠部である。
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下

出土地点は、墳丘 2段目南西側斜面から北西側斜面にかけて分布 していた。焼成は良好で砂粒を少

量含み、色調は浅責橙色～にぶい橙色を呈する。器面は横方向のハケメ調整が施されていたとみら

れ、外面の大部分には赤色顔料の痕跡を残すことから、本来は外面全体に塗布されていたと考えら

れる。笠部内面及び台部の内外面はナデ調整である。252と 同様に不安を覚えるが、復元 した法量

は、軸受部径 16.4cna、 笠部先端径76.8cmである。全体的な器形や施文の特徴は2521こ共通するが、

こちらの個体の方が器壁が厚 く、復元径もやや大きい。257も 同一個体 と考えられる破片によって

復元した軸受部～笠部である。破片数自体少ないが、墳丘 2段 目南西側斜面の南寄 りの地点から集

中的に出土 している。焼成は良好で砂粒少量を含み、色調は浅黄橙色～にぶい責橙色を呈する。笠

部外面には横方向のハケメ調整が施されていたとみられ、一部赤色顔料が遺存することから、本来

は全面に顔料の塗布が施されていたと考えられる。笠部内面及び台部の内外面はナデ調整である。

この個体も自信を欠 くが、笠部先端径 7 1cmに復元される。軸受部下端及び笠部中位に突帯が廻 り、

笠部先端にも粘土を貼 り付けて肥厚させている。笠上半部は無文だが、笠下半部には 4条の放射状

沈線がみられ、その外側に「ハ」の字状に延びる 2条の沈線が施されている。258は笠部先端付近

の破片で、墳頂平坦面北東側円筒埴輪列中央部付近から出上 している。焼成は良好で砂粒を含み、

色調はにぶい黄橙色を呈する。笠部外面には横方向のハケメ、内面はナデ調整が施されており、赤

色顔料の塗布はみられない。施文は 3本 を一組とする放射状の沈線と笠部先端に沿った 1条の沈線

がみられ、254・ 257以外の笠下半部と共通する。先端部付近のみの破片だが1/4程度遺存 し、そ

の径は52.4cmに復元される。251・ 256・ 257と 比較するとひとまわり小さい。また、この復元値

は整理報告に提示されている笠部と近似 しすることから、同一個体の可能性が高い。259イよ形状等

が258に類似 した破片だが、色調は黄灰色を呈 し、外面に粗いハケメ調整が施されていることから、

別個体の可能性があるためここに挙げた。

(4)壷 形埴輪

出土状況

調査報告、整理報告では全 く記述がみられない。今回の資料整理に伴い京大所蔵資料を実見 した

ところ、少量の破片は含まれていたものの、重形埴輪の大半は、今回の調査で出上 したといえる。

第32図 は今回の調査における壷形埴輪の出土状況である。各個体の出土地点は他の器財埴輪に比

べて集中する傾向が伺われ、一部の個体については原位置の推定が可能である。260は墳丘 1段 目

北東側テラスの中央からやや東側において、底部から回縁部まで接合する一連の破片が円筒埴輪列

から墳丘側へ横倒 しとなった状態で出土した (第 33図 )。 鍔状突帯より下方には第18図 135と 同一

個体とみられる円筒埴輪口縁部～ 3段目の破片が下敦きとなって出土 したことから、260は墳丘 1

段ロテラスを廻る円筒埴輪の上に載せた状態で使用されていたと考えられる。また、264や 279は

墳頂平坦面上からまとまった破片が出土 しており、墳頂平坦面上に原位置を持つ壷形埴輪が存在す

ることも明らかである。

―
丘
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蓋形埴輪実測図⑤ (S=1/4)



壺形埴輪の特徴

本古墳から出土 した壼形埴輪は少なくとも15個体以上あり、細部については個体差が大きい。

第34・ 35図には、接合しないが同一個体と考えられる破片で合成復元したもの (261、 263～ 267、

276～ 277)があり、特に266・ 267は の復元に用いた破片は出土地点が離れていることから、別個

体の破片を合成 した可能性もある。全形が復元 (推定)さ れる個体をみると、口縁部下端と頸部下

端に突帯が廻る複合口縁形で、肩部と円筒部の境に鍔状突帯が廻 り、円筒部の対向する位置に円形

の透かしが施された基本的な形状は共通している。以下、各部位ごとに特徴を述べる。

口縁部は外反し、口唇部がナデ調整によって平坦もしくは中央がやや窪んだ面を成すものが多い。

この口唇部の面は、垂直に近いもの (264、 265、 266、 271)、 下端が外方へ張 り出し内側へ傾 く

もの (263、 267、 268)が ある。

口縁部下端突帯は顎部先端が擬口縁となり、口縁部と接合される部分の外面に貼 り付けられたも

ので、断面が台形 となるもの (263、 264、 265、 266、 267)が多い。260は突帯の上端、2611よ

下端が張 り出し、260は 断面が三角形状を呈している。

頚部突帯は、断面三角形状を呈するものが多 く、先端部が九みを帯びるもの (261、 262、 263、

273)、 尖るもの (260、 266、 274)がある。267・ 275は先端が肩部から垂直に立ち上が り、階段

状の外観を呈する。264・ 276は先端に面を有し、断面が台形状である。

鍔状突帯には、断面が三角形状のもの (266)、 台形状のもの (261、 263、 264、 275)、 先端付

近で上方へやや屈曲するもの (260、 262、 267、 277)がある。先端付近で上方へやや屈曲するも

のについては、先端部の上端が張 り出すもの (260、 277)、 下端が張 り出すもの (267)、 九 く収

めるもの (262)がみられる。

円筒部は底径が2 0cm前 後で比較的安定 しているが、基底から鍔状突帯までの高さが 1 5cm前 後の

もの (260、 261、 262、 266)と 20cm程度のもの (263)が ある。遺存状態の良い円筒部の破片に

は基底と鍔状突帯の中程からやや上方に円形の透孔がみられるが、266のみ透孔が基底側へ寄って

いる。

第 3節 その他の遺物

埴輪以外の出土遺物として、総数約200点程の上器片等が出土している。この中には墳丘盛土内

の混入と考えられる縄文土器片 (桑 ノ丸式)1点 や数点の古代～中世の遣物がみられる以外、殆ど

が古墳時代の土師器片である。土師器の器種には甕、壷、高杯があり、三と高lThが甕よりやや多 く

出土しているように思われる。また、京都大学に所蔵されている大正調査資料にも少量の土師器片

が含まれていたが、同調査報告では、墳頂平坦面中央付近で検出された家形埴輪の下約2.4m付近

で素焼き土器の破片 1点が出土したとの記述があるのみで、出土状況の詳細は不明である。今回の

調査における埴輪以外の遣物出土状況は、墳頂平坦面中央の大正調査による攪乱坑及び墳丘南西側

周溝内にやや出土が集中するが、出土総量自体が少なく、原位置に近い出土状況として捉えられる

ものはなかった。以下、 3点のみ報告する (第 35図 280～ 282)。
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280は墳丘南西側周溝埋土中から出土した小型壼の口縁部～頸部付近の破片で、復元口径は12.8

cmを測る。顎部内面は稜をもって屈曲し、外面は凹線状に窪む。口縁部は頸部から直上方向にやや

内湾気味に立ち上が り、口唇部は九みを帯びる。器面調整は、口縁部は内外面ともにナデ、胴部の

内面は指押さえ、外面は縦方向のハケメ調整である。281は墳丘南東側 1段 ロテラス付近で出土 し

た小型壷の底部片である。九底を呈 し、底部内面の中央には粘上の絞 り状の痕跡が見られる。内外

面共に風化が激 しいが、外面はヘラミガキもしくは丁寧なナデ調整とみられる。282は墳丘南西側

周溝埋土中から出土 した高杯の脚柱部～裾部である。全体的な器形は不明だが、脚柱部の高さが3.

5cm程度と低いことから、比較的小型の高杯であったとみられる。脚柱部と杯部の接合部分はへそ

状に充填された粘上がきれいに外れており、脚柱部～裾部へは内外面ともに稜をもって屈曲する。

器面は内外面ともに風化が激 しいが、脚柱部内面には粘上の絞 り痕跡が明瞭に残 り、外面はヘラミ

ガキ調整が施されていたと考えられる。

第Ⅵ 章 お わ りに

第 1節 墳丘について

墳丘については第 1分冊において報告しているため詳述はしないが、以下の諸点について簡単に

まとめておく。

(形状と規模)

第36図 は第 1分冊第14図 に復元推定線 (青線)を加えたものである。

墳丘 2段目は比較的遺存状況が良かったため、在る程度の推定復元が可能である。頂平坦面は葺

石が遺存する斜面の傾斜及び埴輪列の状況から北西・南東がHm、 北東・南西が10mのやや長方

形に復元される。墳丘 2段目基底部は基底石列 (根石)の状況から1辺20.8m前後のほぼ正方形

に復元される。

墳丘 1段目については遺存状態が悪いため推定が困難であるが、 1段ロテラスは埴輪列の状況や

1段目各斜面の状況から、幅1.2mに復元している。南西側では葺石の状況より周溝墳丘側基底が

1段目の墳端と判断されることから、この延長線と復元されたテラスを結んでみるとさほど違和感

無く復元できる。北東側には女狭穂塚の周溝が廻つており、この周溝と171号墳の間にはテラス状

の平坦面がみられた。しかし、このテラスは後世の削平によるものと考えられたことから、本来、

女狭穂塚周溝の171号側斜面は段差無く171号 に接続していたと判断される。したがって、171号

墳の 1段目北東側墳端は女狭穂塚周溝の外側基底と考えられる。この推定が正しければ、調査時の

主軸 トレンチにおける 1段目墳丘の南西側基底～北西側基底は30.3mに復元される。南東側は南

西側で検出された周溝の状況から復元しているが、北西側が未調査であるために規模を復元できな

い。

-66-



／
６

―

は復元推定線

※調査区内の等高線は20cm間隔
//  夕1    //   25cm //

0                   10m

65

第36図  171号墳墳丘復元想定図 (S=1/200)

-67～ 68-



(葺石 )

1段目及び 2段目の斜面で確認され、基底石 (根石)と 区画石列を供えていた。葺石に使用され

ている礫は10～ 20cm前後のやや扁平なものを主体とするが、基底石及び区画石列には30～ 50cmの

大きな礫が使用されていた。区画石列は間隔にばらつきがあるもののほぼ全面にみられ、 2段 目斜

面では各コーナーの稜線でも確認された。基底石は礫の長軸を横位に配し、基本的には一重だが、

二重となる部分もみられた。 2段目に比して 1段目の遺存状態が悪かったが、このことは墳丘 2段

目が盛土整形であつたのに対 して 1段目が地山削出し整形であったことに起因するとみられる。

西都原古墳群では、近年の史蹟整備事業に際して数基 (13、 100、 173、 169号 )古墳が調査さ

れているが、基底石や区画石列を有する基本的な構造は共通 している。

なお、今回の調査で出土した転落した葺石は、調査で掘削 した トレンチ内にまとめて埋め戻 し、

現地保存 している。

(周溝 )

墳丘の南西側で幅4.5m深 さ40cm程度の浅い周溝が確認された。墳丘南東側は削平、北西側は未

調査のため確認できなかった。墳丘北西側では女狭穂塚の周溝が確認されており、前述したとおり

周溝を共有する。しかし、周溝基底のレベルが1,3m程異なる点には注意を要する。

第 2節 埴輪について

。円筒埴輪

今回出土した円筒埴輪の外面調整には、ヨコハケ調整が施されものが一定量含まれており、その

大半はいわゆるB種 ヨコハケ(6)と ぃゎれるものである。更に、先行研究 (7)の分類に従えば、Ba種、

Bb種の範疇に含まれると考えられ、Bc種は認められない。法量では、底部高が 1 5cm前後、突帯間

が 1 2cm前 後を計るものが多 く、B種 ヨコハケの採用とともに、川西編年Ⅲ期の古市タイプの円筒

埴輪に類似 した特徴を有する。  .

第38図及び第H表に宮崎県における埴輸出土古墳をまとめているが、定形化 した円筒埴輪が初

めて導入されるのは本古墳及び周辺の 4基 (男狭穂塚、女狭穂塚、169号墳、170号墳)である。

・器財埴輪

器財埴輪は平成14年度に京大所蔵資料と今回出土資料を整理する機会を得られたが、残念なが

ら接合及び実測を行うことはできなかった。

第37図 は、その際の所見を基に作成した家形埴輪の復元模式図である。あくまでも模式図であり、

全体的な形状や細部の特徴は、今後再整理する機会があれば変更される可能性が高い。

第37図 上は家形埴輪①の復元模式図である。屋根は入母屋造で、押縁で 3つ に区画された上屋

根には2.6cmの 方眼を基本として同一方向の線刻を2個連続させる網代表現がみられる。この網代

は横方向網代にのみ赤色顔料が全布され、 3区画で独立した重圏菱形文を形成している。破風板頂

部の下面には棟木を表現した粘土塊が貼り付けられている。下屋根はハケメ調整で、下端に突帯が
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廻る。壁体もハケメ調整で、基部との境界に直線的に外方へ延びる袖廻 り突帯がみられる。また、

平側の 1面 には窓と入り口が開口し、窓の上には粘土による立体的な庇が存在 したようである。基

部には平狽1で 2カ 所、妻側で 1カ 所の半円形のくり込みがみられる。

第37図 下は家形埴輪②の復元模式図である。屋根は切妻造で押縁で 3つ に区画された上半には

1辺 1,7cmの方眼を基本として同一方向の線刻を2個連続させる網代表現がみられる。ただし、遺

存する破片から網代の配置を復元できなかったため、図では方限のみ図化している。また、網代を

残す破片には赤色顔料の塗布はみられなかった。屋根の下位は無文で、外面にはハケメ調整がみら

れる破風板頂部下位には中空の棟木表現がみられる。また、屋根の妻側下端付近には先端下位にく

り込みがみられる桁材を表現したものが貼り付けられている。平側の壁面には両端と中央にハケメ

調整を残す沈線で区画された柱表現がみられ、その間を屋根と同様の網代表現で充足している。こ

の網代表現はそれぞれ独立した重圏菱形文を形成していたとみられ、縦方向の網代に赤色顔料が塗

布されている。ただし、図化している平側の面では向かって右半部に窓及び入り口が開口していた

と考えられ、その破片をみると横方向の網代に赤色顔料が塗布されている。このことから、平側は

2面で異なる方向の網代に赤色顔料を塗布した可能性が高い。妻側では3本の柱表現に加えて桁材

間を結ぶ横方向の柱表現がみられ、柱表現以外の壁面全体に網代表現がみられる。横方向の柱表現

を境として、下位では中央の柱を介して 1つの重圏菱形文を形成し、上位でも独立した重圏菱形文

を形成している。ただし、上位では方眼の升目の問題から中心が 1列左狽1へ寄ったかたちに復元さ

れる。妻側では、 2面 とも縦方向の網代に赤色顔料が塗布されている。壁体と基部の境界には鼠返

し状に下方へ屈曲した袖廻り突帯がみられる。基部には家形埴輪①と同様、平側で2カ 所、妻側で

1カ 所の半円形のくり込みがみられる。

2つの家形埴輪にみられる特殊な赤色顔料の塗彩方法は、整理報告において土師の里遺跡出土品

との関連を想定されている。

短甲形埴輪は 2個体確認された。 2個体ともに短甲部から草摺部まで一体成形されており、草

摺部の表現も横方向につながる革帯のなごりは見られず、かなり抽象化が進んでいる。ちなみに、

223の 草摺は整理報告の図 4の 1・ 2と 同一個体とみられるが、草摺の最上段には縦線帯が及ばな

いことから、その点について整理報告の復元を修正する必要がある。また、整理報告の図 4の 1で

復元されている短甲形埴輸の前胴部上端の破片を実見したところ今回出上の短甲形埴輪①と同一個

体であると考えられ、復元は誤りである。

蓋形埴輪は少なくとも4個体以上は存在したと考えられる。

笠部は中位の突帯下が 2段に分割されず、 3本もしくは4本の放射状沈線が施されている点で共

通する。笠部中位の突帯は257がやや高い位置に付くと考えられる以外、台部との接合部付近に取

り付くと思われる。軸受け部については口縁部はすべて受け皿状に肥厚するタイプで、軸受け部下

端突帯はいずれも笠部天丼に取り付くタイプである。これらの特徴は先行研究(8)において時期的な

推移を表す要素と考えられており、円筒埴輪の川西編年第Ⅲ期に相当する。なお、257で は笠部先

端に突帯が廻るが、この特徴は川西編年第Ⅳ期以降に類例がみられるようである∞)。

立飾部は個体差が大きいが、飾板最上辺が水平よりも外上方へ延びる点、縦方向の沈線を欠いた
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第14表 宮崎県内における埴輪採用古墳一覧

NO 古墳群名 古墳名 地  域 墳 形 規模 調査 埴輪編年 形象埴輪 備  考

ユ 川南古墳群 33号

高鍋 川南

前方後円墳 Ⅲ 霊

持田古墳辞

13号 円 墳 ワ

3 34号 円 墳 Ⅳ 周辺からの表採

4 62号 帆 立 貝 式 Ⅳ～V 家 (鰹木のみ)

5
茶臼原古墳群

l 号 (児屋根塚 )

西都 新富

前方後円墳 108 ○ Ⅲ

6 2号 墳円 Ⅲ

7

新田原古墳群

1号 前方後円墳 V

8 10号 前方後円墳 V

9 47号 (機織塚) 前方後円墳 V 動物

56号 (水神塚) 前方後円墳 △ V 人物 隣接地の調査

1 58号 (百足塚) 前方後円墳 ○ V 家、人物、鹿、鳥、柵 概要報告のみ

2 59号 前方後円墳 V

3 61号 円 墳 V

62手} 円 墳 V

5 92号 (大久保塚) 前方後円墳 Ш

西都原古墳群

101号 円 墳 , 士電

7 男狭穂塚 帆立 貝式 △ Ⅲ 宮内庁による局所的調査

女狭穂塚 前方後円墳 177 △ 皿 家、盾、蓋、短甲、冑 宮内庁による局所的調査

169号 円 墳 ○ Ⅲ 家、舟、盾、短甲、重

170号 円 墳 O Ⅲ 家

171号 方 墳 ○ Ⅲ 家、盾、冑、短甲、蓋、壺

212号 前方後円墳 Ⅲ ? 家 ?ほか

寺原古墳 円 墳 ○ Ⅲ～Ⅳ 壺 ?

三納古墳群

松本塚古墳 前方後円墳 △ Ⅳ～V 隣接地の調査

20号 円 墳 △ Ⅳ～V 隣接地の調査

24号 墳円 △ Ⅳ～V 隣接地の調査

25号 円 墳 △ Ⅳ～V 察、霧 隣接地の調査

下那珂馬場古墳 佐土原 前方後円墳 Ⅲ

住吉古墳群 1号

宮  崎

前方後円墳 Ⅲ

下北方古墳群

1号 前方後円墳

3号 前方後円墳 Ⅲ～Ⅳ

5号 円 墳 ク

12号 円 墳 O 9 未報告

13号 前方後円墳 ○ V 人物、動物、盾、舟 ?

無号 (旧 2号 ) 円 墳 ○ V

生目古墳群 19号 (5号 ) 前方後円墳 ○ 定形化した埴輪ではない

木花古墳群 2号 前方後円墳 V

本庄古墳群

25号 (てんの塚)

国 富

前方後円墳 Ⅳ

29号 (下長塚) 前方後円墳 V

37号 (上長塚) 前方後円墳 Ⅳ

39号 (丸山塚) 前方後円墳 V

42号 (藤岡山東陵) 前方後円墳 Ⅲ～Ⅳ

牧ノ原古墳群 l号 都 叛 前方後円墳 V
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第38図 宮崎県内の埴輸出土古墳分布図

古墳群名 古墳名

1 川南古墳群 331子

持田古墳群
(3基 )

13号

34号

4 口巧

茶臼原古墳群
(2基 )

1号(児屋根塚)
口巧

新田原古墳群
(9基 )

口石
8 10号

47号 (機織塚 )

10 56号 (水神塚 )

58号 (百足塚 )

59号

61号

14 62号

92号 (大久保刷

西都原古墳群
(8基 )

101号

男狭穂塚

18 女狭穂塚

169号

20 170号

171号

212号

寺原古墳

24

三納古墳群
(4基 )

松本塚古墳

20号

24号

25号

28 下那珂馬場古墳

住吉古墳群 口巧

30

下北方古墳群
(6基 )

Ｅ巧
口守

口巧

12号

13号

無号(旧 2号 )

生目古墳群 19号 (5号 )

木花古墳群 口有

38

本庄古墳群
(5基 )

25号 (てんの翔

29号 (下長塚 )

40 37号 (上長塚 )

41 39号 (丸山塚 )

42 42号(藤岡山東陵)

43 牧ノ原古墳群 口巧
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2本 1組の横方向沈線による紋様構成等の特徴が共通して見られ、笠部の編年観と矛盾 しない。

壺形埴輪は少なくとも15個体以上が確認されており、前述 したように口縁部中位 と顎部に突帯

が廻る複合口縁形で肩部と円筒部の境に鍔状突帯が廻 り、円筒部の対向する位置に円形の透かしが

施された基本的な形状は共通する。169号墳でも同様の壺形埴輪が出上 しているが、九州内では他

に類例を知らない。類例としては奈良県河合町乙女山古墳例や大阪府藤井寺市野中宮山古墳例等が

挙げられ、畿内地域との強い関係を想起させる。また、畿内地域にみられる壺形埴輪の中でも最も

新 しい一群として捉えられている(10)。

円筒部がやや大型のものと小型のものがみられるが、いずれも円筒埴輪の口径よりも小さく、

260にみられた出土状況から、円筒埴輪の上に載せて使用 したと考えられる。また、 1段ロテラス

北東側の出土状況から、円筒埴輪10本に 1個程度の割合で載せられていた可能性が考えられる。

第 3節 まとめ

今回の調査により、周溝を共有して一体化した主墳と陪塚の構造的な関係が確認されたことや埴

輪の器種や特徴把握、大正時代の調査成果の再確認 (整理報告も含めて)ができたことは大きな成

果といえる。出上した埴輪の特徴は円筒・器財ともに川西編年Ⅲ期の範疇に含まれるとみられ、従

来いわれてきた編年観になんら変化はない。しかし、筆者の力量不足により、十分に考察すること

ができなかったことは、大変遺憾である。今後報告される169号 の報告を待って、再検討したい。

最後に、調査から整理段階において非常に多くの方から有益な御教示いただき、本来、ご芳名を

記して謝意を表すところですが、諸般の事情により掲載かないませんことをお詫び申し上げます。

言主

(1)宮  崎  県  1915『宮崎縣兒湯郡西都原古墳調査報告』

(2)註 (1)の中で、各列(西北側以外)の中央部には他よりもやや大きな円筒埴輪が樹立されていたとの記述がみられる。

(3)高橋克壽 1993「西都原171号墳出土埴輪について」『宮崎県史研究』第 7号

(4)註 (3)に 同じ

(5)註 (3)に 同じ

(6)川西宏行 1978「円筒埴輪総論」 F考古学雑誌』第64巻第 2号 日本考古学協会

(7)一瀬和夫 1988「古市古墳群における大型古墳埴輪集成」 F大水川改修に伴う発掘調査概報』V 大阪府

教育委員会

(8)松本武彦 1990「蓋形埴輪の変遷と画期 ―畿内を中心として一」『蔦居前古墳 ―総括編― 』大阪大学文

学部考古学研究室

(9)川村紀子 1997「第4節  5世紀代の蓋形埴輪の変遷」『西墓山古墳』藤井寺市文化財報告第16集 (古市

古墳群の調査研究報告3)藤井寺市教育委員会

(10)高井健司 1991「第Ⅲ章第3節 壼形埴輪について」 F長原遺跡発掘調査報告Ⅳ』 (市営長吉住宅建設に

伴う発掘調査報告書前編) 財団法人大阪市文化財協会
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壺形埴輪 (260)
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蓋形埴輪① (227)

⑥小学館/久我秀樹

蓋形埴輪③ (230)

⑥小学館/久我秀樹

蓋形埴輪② (238)
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⑥小学館/久我秀樹

蓋形埴輪⑥ (256)

⑥小学館/久我秀樹

短甲形埴輪① (216)

◎小学館/久我秀樹

蓋形埴輪⑤ (258)

⑥小学館/久我秀樹

家形埴輪 (193)

⑥小学館/久我秀樹

短甲形埴輪② (223)
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４

1段ロテラス円筒埴輪列検出状況① (南東列・北東から)
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1段ロテラス円筒埴輪列検出状況② (東コーナー付近・東から)

1段ロテラス円筒埴輪列検出状況③ (北東列。東から)
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1段ロテラス円筒埴輪列検出状況④

大正攪乱内石碑埋設状況
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７

墳頂部円筒埴輪列検出状況① (上空から)

墳頂部円筒埴輪列検出状況② (北東から)
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墳頂部円筒埴輪列検出状況④ (北西列西半)

墳頂部円筒埴輪列検出状況③ (北東列北半)
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蓋形埴輪 (227)出土状況①

蓋形埴輪 (227)出上状況②
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蓋形埴輪 (238)出土状況①

蓋形埴輪 (238)出土状況②
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壺形埴輪 (260)出土状況①

壺形埴輪 (260)出上状況②
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壺形埴輪 (262)出土状況① (北東から)

壺形埴輪 (262)出土状況② (上から)
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